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1  は  し め  に

平成10年度に秋田県認定品種 (準奨励品種)と なった青

大豆「秋試緑 2号」の安定生産を図るため,適する播種時
期と播種密度を検討した。また,青大豆は緑色の子実種皮
色と豆孝L色を活かした加工が特徴であることから,播種時

期の違いが色調や加工に及ぼす影響についても検討した。

なお,加工特性の分析ついては,秋田県総合食品研究所
にご協力いただいた。ここに厚くお礼中し上げる。

2試 験 方 法

試験実施場所は秋田県農業試験場畑輪作ほ場 (沖積埴壌

土)である。

表 1 試験区の構成

条 件
(粒/nf)

播種日
1鷺
雰

積
区制

標 播

(D 播種時期及び播種密度
秋田県の標準播種時期である5月 下旬播種 (以下標播),

晩播種にあたる6月 中旬播種 (以下晩播),小麦後作の播

種にあたる7月 中旬播種 (以下極晩播)と した。播種密度
については,県内の大豆栽培に準じ播種時期が遅くなるほ

ど密とした。

2)播種時期別の色調と加工特性
サンプルは1998年産を使用。子実種皮色は,子実の謄を

正面とした場合の側面の色を色彩色差計を用い測定した。

豆腐は充填豆腐を作製し,レオテック製レオメーターにて

物性を測定した。

6)枝豆特性
1998年 6月 9日 に播種 し(133粒/ピ), 1区面積168ポ
の 2区制で行った。食味試験は,収穫後直ちに葵を軽く水
洗いし,水切り後に冷凍保存。 3ケ 月後,冷凍枝豆400gあ

たり3,000ccの沸騰水 (食塩25g入り)で 5分間加熱後に
調査を行った。

3 試験結果及び考察

(1)播種時期及び播種密度別の生育と収量

播種時期が遅くなるほど,開花期と成熟期が遅れ, 7月
15日播種の極晩播では成熟期が11月 4日 となった。植物体

の大きさは,播種時期を遅らせるほど主茎長,主茎節数 ,

34 0

晩 播
133  5月 27日   200  2
190  6月 18日   150  2

験

次

試

年

6月 中旬播種  137  6月 14日  216  3
1996 6月 中旬播種  183  6月 14日  175  3
6月 下旬播種  188  6月 27日  175  3
6月 下旬播種  228  6月 27日  146  3

表2 播種期別の生育と収量 (1998年 )

晩 播  8/7  10/19   56 126 32      233     443     294       1          3
極晩播  8/23 11/4  67   113   09   149  410   206   1     5
注 ' 数字が小さいはど障害が少ないことを表し, 0(無 )～ 5(甚 )。~ 

数字が小さいほど外観品質が良好であることを表し, 1(上■ l～ 7(下)。

表3 晩播の播種密度別生育と収量 (1996年 )

137
06/ 54- 75-

__J■■_____――∫~ 53-― → ◎8/7            77-● 10/24    353
183           o6/27   44-◎8/11           74-● 10/25   286
228          o6/27   44-◎ 8/■          74-● 10/25   315
注 Oは播種日,◎は開花期,0は成熟期。

蒻 型里ヅ墜2      322       3          4
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表4 標播・晩播での色調と加工特性・ (1998年 )

晩播  4286  -367  1457  396   273  50  8325  -689  1876    706
注 '  成分,豆乳色,豆腐破断応力は県総合食品研究所分析値。
・・ カラーアナライザーTC-1800MK Ⅱでの測定値。
`…  日本電色工業Σ90型での測定値。

表5 枝豆特性 (1998年 )

b・

4321   - 42     388 -628  1731

060          020
406      000    000    01X1   000

注 ・  1粒葵とクズを除外したもの。
… パネル15,錦秋を=0と し■2の評価値。優れる>0>劣 る。
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までの日数は播種時期が遅くなるはど短くなるが,結実日

数は短くならなかった (表 3)。

2)播種時期別の色調と加工特性

子実種皮色の緑を表す a・値が,標播で-330,晩播で一

367と なることから,播種時期を遅らせることにより緑が

増す傾向が認められた。粗蛋自,粗脂肪,灰分については

播種時期での大きな変化は見られなかった。また,加熱後

の豆乳色についても,a'値が標播で-628,晩播で-689

となることから,播種時期を遅らせることにより緑が増す

傾向にあつた。豆腐の破断応力については,標播より晩播

で高く,硬い豆腐となる (表 4)。

成熟期以降,圃場に立毛させた場合,種皮色は時間の経

過とともに a・値がプラス方向に向かうことから緑は減少

し,腐敗粒は増加する傾向が見られた (図 1)。

3)枝豆特性
収穫期は「錦秋」より9日 遅い晩生で,可販葵収量が a

当たり70kgと多収である。ゆで上げ後の香りが「錦秋Jよ

りやや劣るが,爽の大きさ,業の色が優れ,枝0と しての

利用も可能である (表 5)。

4 ま  と  め

青大豆「秋試緑 2号Jの播種適期は6月上旬～下旬で ,

IVf種密度は6月上旬が14粒/ば ,中旬が18粒/ピ ,下旬が

23粒/ポ程度である。また,播種時期が遅くなるほど,子

実種皮と豆乳の緑色は濃く,豆腐も硬くなることから,豆

腐等への加工を考慮した場合は6月 中旬～下旬項の播種が

適する。枝豆としての利用も可能で,収穫期は「錦秋Jよ

り9日遅い晩生で多収である。

なお,成熟期以降の刈遅れは緑色の低下と,腐敗粒が増

加することから,速やかな収穫が必要である。
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成彙期以降の日数

図 1 成熟期以降の子実色 (a・ )と腐敗粒 (1998年晩播)
注 :色調計測機器 tま表 4に同じ。

腐敗粒率は、唐箕選した子実中の腐敗粒重軋

分枝数とも減少する傾向が見られコンパクトな草姿となる。

子実重は,遅 く播種するほど減収し,極晩播では10a当た

り14 9kgと ,著 しい低収となった。百粒重については,遅

く播種するほど軽くなり,小粒化する傾向が見られる。な

お,葵数も遅く播種するほど少なくなる。子実の障害の裂

皮は,標播で '3(中 )'の発生となった。外観の品質概

評は,標播では裂皮粒が多発したため '4(中の上)",晩

播では
｀3(上の下)"極晩播では粒ぞろいが悪く “5

(中の中)° となった (表 2)。 これらの結果から,麦後作

を想定した極晩播は低収になることから適さず,標播は裂

皮粒の発生が懸念されるので,晩播が適する。

播種期と播種密度の関係を検討した結果,6月 中旬では

183粒/ピ ,6月下旬では228粒/ごで増収したことから,

播種密度は6月 上旬では14粒/ピ ,中旬では18粒/“ ,下

旬では23粒/ni程度が適すると判断された。また,開花期
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